
〇一クロロニトロペンゼンの濃縮度試験成績鞭告轡

t　試験期間

2．試　料　名

　　　分子式

　　　構造式

昭和51年5月15日～昭和51年7月5日

0一ク口口ニトロベンゼン（試料痛IK－84）
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義　試験方法及ぴ条件

懲驚ト傭…一㎜闘
ま1　試験装置及ぴ機器

　　ω　水系環境綱節襲ほ　　流水式

　　　｛切　ガスクロマトグラフ　検出嘉　ECD

　ヨ」2　試験条件

　訟‘と1　TLm試験

　　1亀》賦験魚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　ヒメダカ平均体重α25g、塩化第二水銀検定合格点ゴ

　　　　　蝦田端健二用水と廃水」Li　1297～1505（1972）

　　⑥　分散剤及ぴ分散法

　　　　一分散剤　硬化ヒマシ油（HCO－40），オリ・一プ油

　　　　分散法　試料：硬化ヒマシ油：オリーブ油＝1：4：1の

　　　　　　　　比で秤量し・ごれに水を加えて5000，pmの原液一

　　　　　　　　製した。
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戯絵議慶
　　　　　　25±2℃

績　　果
　　　　　　48”奇聞TI，m値　　28ppm

資縮度賦験

試験魚
　　　　　　コイ　平均体重　約508

　　　　　　　　　平均体長　約11㎝

試験温度
　　　　　　25土2℃

試験濃慶

　設定値　　 48時間TLm値を参考に設定しツヒ0

　　　　　　　　　　　　　　　1．
　　　第1濃度区　 28P1随×　　　 ≒0．25　Plm
　　　　　　　　　　　　　　100

　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　第2農産区　28Plm×　　　≒α025p皿
　　　　　　　　　　　　　　1000

分散剤嶺璽 卿区　分
試料直屋

@P“ロ
昭比マシ油 オリーブ油’

第1酸度区 0．25 亀0 巳25

第2濃度区 α025 α1 巳025

実測値

　衰一1 潰繍倍率を求めるなめの平均機屋（p即）

2W 5W 4W 6W 8W

第1員慶区 巳254 α251 α256・ 巳241 ．α259　　　、

第2漁度区 α0227 α0221 α0224一 巳0244 α0249



義2．5　分析試料の蔚処環

鼠

残 燈

験　魚

　・体重測定

　・細片化

“鮒209・無轍ナトリウム1009
　　すりつぶしながら脱水

　　アセトニトリル200m1
　　かく捧

　　吸引ろ過

　　アセトニトリル200mI

・脱コ

・濃翻

←“一

・擬

アセトニトリル層 “紳サン燭

アセトニトリル層

　　　・脱水（無水硫酸ナ団ウム）

　　　’輔（・汐少抑耀レーターで約5恥1まで

　　　←“一ヘキサン　50m1

　　　　　　　　10分聞

一～

←アセトニトリル50m1
・蝦とう　10分蘭

圏』～肢黹wキサン膚 アセ，トニトリル層

・脱水（翔

・濃縮乾固

蔦一・ヘキ

・カラムク
幅－、■層

■隔』一 ～層帽一一 v

　　　　　・脱水（無水硝酸ナトリウム）

　　　　　Q漉縮乾固（目撃タリーエノ蜘一夕ー）

　　　　　　蔦一ヘキサンにとかす

　　　　　●カラムクロマトによるクリーンア

超製



　巌　充てん剤　　シリカゲル（ワコーゲルC－200）

　　　　　　　　　5％含水調製，8g

　　　クロマト管　　20㎜φX50㎝　ガラス製

　　　溶離液　　恩一ヘキサンにとかした全賦料を負荷する。

　　　　　　　　第1フラクシ”ン　駄一ヘキサン　　100m1

　　　　　　　　第2フラクシ冒ン　10％エチルエーテル含有“一ヘキサン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50m1

　　　　　　　　　　この分画に醇出する●

手24分析条件

　　　　ガスクロマトグラ7（GC）検出器　BCD

　　　　　　キャリアガス　　駈

　　　　　　充てん剤　PEG－20M5％
　　　　　　　　　　　　　　ダイヤソリ，ド：L　　80～100メッシ菖

　　　　　　カ　　ラ　　ム　　ガラス　2㎝φX2m

　　　　　　カラム温度　　165℃・

4　試験結果

　　　生2　濃　縮　倍　率

瓢

東1飯区

第2飯区

そ　の　他

　操作上特に問題点はなかった●
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